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論
文
の
要
旨 

直
衣
の
う
し
は
十
世
紀
以
降
に
日
本
の
朝
廷
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
男
性
の
服
装
の
一
形
式
で
あ
り
、現
在
、一
般
的

に
は
、平
安
時
代
中
期
以
降
の
上
流
貴
族
の
私
服
で
あ
り
、勅
許
を
受
け
た
一
部
の
公
卿
が
特
権
的
に
参
内
に
着

用
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。律
令
等
に
規
定
の
な
い
こ
の
直
衣
と
い
う
服
装
が
、や
が
て
特
権
的
な
参
内

服
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
変
化
は
、平
安
時
代
の
政
治
体
制
の
変
動
と
深
く
関
連
す
る
興
味
深
い
事
象
で
あ
り
、

日
本
の
服
装
文
化
の
歴
史
に
お
い
て
も
重
要
な
展
開
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、こ
れ
ま
で
、そ
の
歴
史
的
展
開

は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。し
か
も
、文
献
に
は
、内
裏
で
直
衣
を
着
て
い
る
大
臣
等
へ
の
批
判
や
、

殿
上
人
の
日
常
的
な
直
衣
の
着
用
等
、通
説
で
は
説
明
で
き
な
い
記
録
が
あ
る
。こ
の
状
況
に
対
し
、本
論
文
は
、

通
説
の
成
立
過
程
を
検
証
し
て
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
九
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
を
中
心
に
、

記
録
・
故
実
書
・
文
学
作
品
等
の
文
献
を
検
討
し
、
以
下
の
新
し
い
仮
説
を
提
示
し
た
。 

直
衣
は
確
か
に
天
皇
や
貴
族
の
私
服
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
同
時
に
、
遅
く
と
も
十
世
紀
後
半
に
は
、
宮
中

で
の
宿
直
装
束
と
し
て
、
公
卿
及
び
四
位
・
五
位
の
殿
上
人
に
広
く
用
い
ら
れ
た
。
十
一
世
紀
以
前
に
、
日
中
の

宮
中
で
の
直
衣
着
用
を
認
め
る
制
度
は
確
認
さ
れ
ず
、
特
に
清
涼
殿
の
殿
上
間
や
昼
御
座
と
い
っ
た
「
表
」
の
空

間
で
は
、
日
中
の
宿
衣
・
直
衣
着
用
が
規
制
さ
れ
た
が
、
一
方
で
、「
裏
」
の
空
間
、
特
に
後
宮
の
后
妃
在
所
や

そ
こ
に
置
か
れ
た
男
性
の
直
廬
等
で
は
、
日
中
で
も
宿
直
装
束
が
着
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
藤
原

兼
家
・
道
隆
・
道
長
等
が
天
皇
外
戚
の
地
位
を
基
盤
と
し
た
政
治
体
制
を
構
築
す
る
中
で
、
後
見
と
し
て
簾
中
や

台
盤
所
等
に
祗
候
す
る
延
長
上
に
、彼
ら
は
日
中
の
表
の
空
間
で
も
直
衣
を
着
用
す
る
よ
う
に
な
り
、更
に
天
皇

の
口
頭
で
の
許
可
に
よ
っ
て
こ
れ
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
中
で
、清
涼
殿
で
の
日
中
の
直
衣
着
用
は

摂
関
お
よ
び
そ
の
子
弟
の
特
権
と
な
り
、
ま
た
、
摂
関
子
孫
の
傍
流
を
中
心
に
、
直
衣
を
着
て
日
中
の
殿
上
に
祗

候
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
地
位
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
活
発
と
な
っ
た
（
第
一
・
三
・
四
章
）。 

先
行
研
究
で
は
直
衣
に
関
わ
る
二
つ
の
勅
許
、す
な
わ
ち
雑
袍
勅
許
と
直
衣
勅
許
が
混
同
さ
れ
て
き
た
。九
世

紀
に
始
ま
る
雑
袍
宣
旨
は
、殿
上
人
全
般
を
対
象
と
し
、職
掌
上
必
要
な
場
合
に
位
袍
以
外
の
着
用
を
認
め
る
も

の
で
あ
り
、
十
世
紀
後
半
以
降
の
実
態
と
し
て
は
、
宿
直
に
お
け
る
直
衣
と
、
諒
闇
中
の
橡
袍
の
着
用
許
可
が
主

目
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
衛
府
と
検
非
違
使
に
は
雑
袍
の
永
宣
旨
が
与
え
ら
れ
、
地
下
で
あ
っ
て
も
宮
中
で
直

衣
や
狩
衣
を
着
用
で
き
た
（
第
二
・
三
章
）。 

一
方
の
直
衣
勅
許
は
公
卿
の
一
部
に
直
衣
で
の
参
内
を
認
め
る
も
の
で
、十
二
世
紀
以
降
に
確
認
さ
れ
る
事
象

で
あ
る
。は
じ
め
は
白
河
院
と
藤
原
忠
実
の
協
力
関
係
の
も
と
、弱
体
化
し
た
摂
関
家
の
特
権
的
地
位
を
守
る
手

段
と
し
て
機
能
し
た
が
、
両
者
の
関
係
が
悪
化
す
る
中
で
、
上
皇
・
天
皇
外
戚
で
あ
る
閑
院
流
の
地
位
引
き
上
げ

の
一
環
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、朝
廷
社
会
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
ち
は
じ
め
た
。十
二
世
紀
後
半
の
戦
乱
の

時
代
へ
と
向
か
う
中
で
、直
衣
勅
許
の
政
治
的
重
要
性
は
増
し
、平
氏
政
権
は
自
派
を
直
衣
勅
許
の
対
象
と
す
る

こ
と
で
、
公
卿
の
統
制
手
段
の
一
つ
と
し
た
。
こ
の
結
果
、「
直
衣
を
許
さ
れ
た
者
」
と
い
う
新
し
い
身
分
集
団

が
公
卿
の
中
に
成
立
し
た
。
こ
の
身
分
集
団
は
、
台
盤
所
へ
の
参
入
（
入
立
）
を
も
認
め
ら
れ
る
集
団
の
次
位
に
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位
置
付
け
ら
れ
、
両
集
団
に
は
、
摂
関
家
や
清
華
家
出
身
の
家
格
の
高
い
人
々
と
、
相
対
的
に
家
格
は
低
い
が
、

天
皇
と
近
い
関
係
に
あ
る
外
戚
や
乳
母
夫
・
坊
司
・
侍
読
・
師
匠
等
が
含
ま
れ
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
朝

廷
に
お
け
る
服
装
の
勅
許
と
い
う
共
通
点
か
ら
、直
衣
勅
許
・
雑
袍
勅
許
と
禁
色
勅
許
が
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
傾

向
が
強
く
、公
卿
に
対
す
る
直
衣
勅
許
は
殿
上
人
に
対
す
る
禁
色
勅
許
に
相
当
す
る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。し
か
し
、九
世
紀
に
成
立
し
た
禁
色
勅
許
が
、蔵
人
の
ほ
か
、大
臣
子
孫
の
殿
上
人
に
対
す
る
特
権
と
し
て
、

官
職
と
家
格
に
厳
格
に
連
動
し
続
け
た
の
に
対
し
、
十
二
世
紀
に
成
立
し
た
入
立
勅
許
・
直
衣
勅
許
は
、
官
位
や

家
格
だ
け
で
な
く
、
天
皇
と
の
身
内
・
近
習
関
係
も
勅
許
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
形
式
も
院
宣
や
摂

政
御
教
書
の
形
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
身
内
・
近
習
関
係
を
も
と
に
朝
廷
構
成
員
の
再
編
が
進
ん
だ

院
政
期
の
実
態
に
即
し
た
制
度
で
あ
っ
た
（
第
五
章
）。 

雑
袍
勅
許
は
十
二
世
紀
頃
か
ら
形
骸
化
が
進
み
、
一
旦
は
ほ
と
ん
ど
実
態
が
失
わ
れ
た
。
直
衣
勅
許
も
ま
た
、

十
三
世
紀
半
ば
以
降
、
朝
廷
が
縮
小
し
、
主
た
る
服
装
が
狩
衣
や
直
垂
等
に
移
行
す
る
中
で
、
政
治
的
意
義
は
薄

れ
、
次
第
に
、
勅
許
さ
れ
る
時
期
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
お
お
む
ね
公
卿
全
般
に
直
衣
で
の
参
内
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
十
六
世
紀
頃
か
ら
、
摂
関
家
・
清
華
家
の
子
弟
（
大
臣
子
孫
）
に
対
し
て
、
元
服
と
同

時
に
禁
色
雑
袍
宣
旨
が
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
は
彼
ら
の
特
権
的
な
地
位
を
表
象
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

十
七
世
紀
頃
に
は
、
公
卿
に
対
す
る
直
衣
宣
下
と
、
摂
関
家
・
清
華
家
の
殿
上
人
に
対
す
る
禁
色
雑
袍
宣
旨
を
そ

れ
ぞ
れ
踏
ま
え
て
着
用
さ
れ
る
有
文
の
直
衣
が
、
公
卿
と
大
臣
子
孫
の
身
分
標
識
と
な
っ
た
。
ま
た
、
羽
林
家
の

殿
上
人
（
近
衛
府
次
将
）
は
雑
袍
の
永
宣
旨
を
根
拠
と
し
て
、
無
文
の
直
衣
を
着
用
し
た
（
第
二
・
五
章
）。 

従
来
、
直
衣
勅
許
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
後
に
「
直
衣
始
」
と
し
て
儀
礼
的
な
参
内
を
行
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
直
衣
始
は
任
官
・
拝
賀
後
等
の
最
初
の
直
衣
で
の
出
行
を
儀
礼
化
し
た
も
の
で
、
直
衣
勅
許
と

直
接
の
関
係
は
な
く
、
勅
許
に
対
し
て
礼
を
述
べ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
十
一
世
紀
半
ば
頃
よ
り
、
近
衛
大
将

お
よ
び
摂
関
の
直
衣
で
の
出
行
始
と
し
て
は
じ
ま
り
、随
身
や
近
衛
の
官
人
等
を
多
く
従
え
、か
つ
拝
賀
と
は
趣

向
を
変
え
た
行
列
に
よ
っ
て
、
権
力
・
財
力
を
誇
示
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
参
内
は
必
須
で
は
な
く
、
む
し
ろ
摂

関
や
大
殿
、後
に
は
治
天
の
君
へ
の
祗
候
が
重
要
で
あ
っ
た
。や
や
遅
れ
て
摂
関
子
弟
の
元
服
後
の
直
衣
始
が
儀

礼
化
し
、摂
関
家
で
は
元
服
後
の
昇
任
の
各
段
階
で
拝
賀
と
直
衣
始
を
行
な
う
こ
と
が
通
例
と
な
っ
た
。十
二
世

紀
半
ば
頃
よ
り
は
、蔵
人
頭
か
ら
参
議
に
任
じ
ら
れ
た
公
卿
の
直
衣
始
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、公
卿
の
立
場

を
表
象
す
る
儀
礼
の
一
つ
と
し
て
慣
例
化
し
た
。更
に
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
、直
衣
始
は
鎌
倉
殿
の
公
卿
昇
任
後

の
昇
進
儀
礼
の
一
つ
と
し
て
行
な
わ
れ
、鎌
倉
殿
の
貴
性
や
唯
一
性
を
表
象
す
る
儀
と
し
て
機
能
し
た（
第
六
章
）。 

以
上
の
知
見
を
通
し
て
、本
論
は
日
本
の
朝
廷
の
変
容
と
直
衣
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
。直
衣
は
は
じ

め
天
皇
の
軽
装
、
そ
し
て
公
卿
・
殿
上
人
の
宿
直
の
服
と
し
て
朝
廷
内
に
入
り
こ
ん
だ
。
そ
こ
に
は
ま
ず
、
天
皇

の
全
生
活
が
公
の
も
の
と
な
り
、ま
た
昇
殿
制
と
い
う
、官
位
制
度
と
併
用
さ
れ
る
新
し
い
身
分
編
成
原
理
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
（
第
一
〜
三
章
）。
更
に
、
そ
の
直
衣
が
朝
廷
に
お
い
て
摂
関
家
の
標

識
と
な
り
、
そ
の
後
、
公
卿
の
直
衣
参
内
が
勅
許
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
、
総
じ
て
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀

初
頭
に
か
け
て
の
政
治
史
、
す
な
わ
ち
摂
関
政
治
の
展
開
や
院
政
の
開
始
、
家
格
の
成
立
、
信
西
政
権
・
平
氏
政

権
に
よ
る
朝
廷
刷
新
の
試
み
、近
臣
・
近
習
と
い
う
更
な
る
新
た
な
身
分
編
成
原
理
の
成
立
等
と
深
く
関
わ
っ
て

い
た
（
第
四
〜
六
章
）。 

ま
た
如
上
の
内
容
の
検
討
過
程
で
、十
〜
十
一
世
紀
前
半
の
殿
上
人
の
職
務
に
お
け
る
宿
直
の
重
要
性
や
、宿

直
の
あ
り
か
た
の
変
容
と
朝
廷
の
服
装
制
度
の
変
容
の
関
連
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。十
一
世
紀
初
頭
ま
で
は
、束

帯
と
宿
衣
と
を
着
替
え
る
目
安
と
し
て
天
皇
へ
の
供
膳
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、天
皇
の
生
活
様
式
が
変
化
し
、殿
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上
人
の
職
務
と
し
て
の
宿
直
の
重
要
性
も
低
下
す
る
中
で
、公
卿
・
殿
上
人
は
公
事
の
な
い
日
に
は
日
中
も
宿
衣

や
直
衣
を
着
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
位
袍
を
用
い
た
宿
衣
は
衣
冠
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
第
三
章
）。 

本
論
が
明
ら
か
に
し
た
も
う
一
つ
の
点
は
、
五
節
に
お
け
る
帳
台
試
と
童
女
御
覧
の
政
治
的
重
要
性
で
あ
る
。

帳
台
試
へ
の
天
皇
も
し
く
は
摂
政
の
出
御
へ
の
扈
従
と
、天
皇
に
よ
る
童
女
御
覧
へ
の
参
仕
は
、公
卿
が
宮
中
で

直
衣
を
着
用
し
て
臨
む
恒
例
儀
式
と
し
て
、直
衣
勅
許
と
深
く
関
わ
る
と
同
時
に
、天
皇
と
の
近
さ
や
朝
廷
内
の

立
場
を
可
視
化
す
る
機
会
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
参
仕
者
は
、
十
一
世
紀
初
頭
の
一
条
朝
以
降
、
ほ
ぼ
道

長
流
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
院
政
期
に
入
り
、
道
長
流
が
摂
関
の
地
位
を
世
襲
す
る
一
方
で
、
天
皇

と
外
戚
・
姻
戚
関
係
に
あ
る
公
卿
が
増
加
す
る
と
、
参
仕
者
の
数
も
肥
大
し
た
。
そ
の
後
も
政
治
体
制
の
変
化
に

連
動
し
て
、
参
仕
者
の
整
理
と
増
大
は
繰
り
返
さ
れ
、
混
乱
も
し
ば
し
ば
生
じ
る
と
と
も
に
、、
直
衣
勅
許
の
有

無
が
鮮
明
に
意
識
さ
れ
る
場
と
な
っ
た
。
例
え
ば
忠
通
と
頼
長
の
対
立
時
代
に
は
、
忠
通
が
帳
台
試
、
頼
長
が
童

女
御
覧
に
催
さ
れ
る
事
態
に
な
り
、平
氏
政
権
下
で
は
摂
政
基
房
の
出
御
に
扈
従
者
が
参
入
し
な
い
年
が
続
い
た
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
十
二
世
紀
末
に
は
帳
台
試
・
童
女
御
覧
へ
の
参
仕
は
摂
関
家
・
清
華
家
の
公
卿
が
独

占
す
る
こ
と
と
な
り
、
高
倉
天
皇
外
戚
の
平
時
忠
を
最
後
に
、
家
格
の
劣
る
外
戚
は
排
除
さ
れ
た
。
平
氏
政
権
下

の
混
沌
と
し
た
状
況
を
抜
け
た
後
、
公
家
社
会
で
は
、
家
格
に
よ
っ
て
序
列
を
固
定
し
、
そ
の
枠
の
中
で
協
調
す

る
こ
と
で
集
団
全
体
の
延
命
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
り
、帳
台
試
と
童
女
御
覧
へ
の
公
卿
参
仕
者
の
構
成
は
、こ
の

状
況
を
映
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
摂
関
家
・
清
華
家
が
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
五
節
参
仕
は
、
清
華
家
の
公
卿

が
直
衣
参
内
を
許
さ
れ
る
主
要
な
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
第
五
章
）。 
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